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１．事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

事業者の名称  四條畷市交野市清掃施設組合 

代表者の氏名  管理者 四條畷市長 土井 一憲 

主たる事務所の所在地  大阪府四條畷市大字清滝１０５１番地 

 

２．対象事業の名称 

東部大阪都市計画ごみ焼却場四條畷市交野市ごみ処理施設整備事業 

 

３．事業計画地の位置 

大阪府交野市大字私市３０２９番地外 

 

４．対象事業の実施状況 

対象事業の実施状況及び今後の予定を表１に示す。 

 

 表１ 対象事業の実施状況及び今後の予定 

月  

工事内容 
８月 ９月 １０月 １１月 

準備工 

伐採・除根     

測量     

造成工 切盛覆土工     

擁壁工 

地盤改良工     

築造工     

進入路工 

路床工     

舗装工     

濁水 

処理工 

施設設置工     

運転工     

排水工 

第 1沈砂池工     

排水施設工 注     

道路 

拡幅工 

擁壁工     

拡幅工     

  注：第２沈砂池工及び調整池工を含む。 
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５．事後調査の内容 

調査項目、調査地点を表２に示す。また、調査地点の位置を図１に示す。 

 

表２ 調査項目、調査地点 

調査項目 調査地点 調査期間及び頻度 調査方法 調査実施日 

水質 

pH、濁度 調整池出口 時期：工事期間 

頻度：常時監視 

（2回/日） 

公共用水域及び

地下水の水質測

定計画に示され

た方法等 

表３のとおり 

ＳＳ、ダイオキシ

ン類 

排水口 

（敷地内排水最終桝） 

河川 

（天野川下流） 

時期：工事期間 

頻度：6回/年 
― 

健康項目（ベンゼ

ン・砒素・鉛・ふ

っ素・ほう素）、

濁度、電気伝導率 

 

時期:工事期間 

頻度：粗造成工事時並

びに熱回収施設

及びリサイクル

施設の掘削工事

時（1～24ヶ月目

予定） 1回/月 

その他の時期 

6回/年 

平成２６年 

９月１日 

地下水 

健康項目（ベンゼ

ン・砒素・鉛・ふ

っ素・ほう素）、

ダイオキシン類 

観測井２地点 

周辺井戸１地点 

時期：工事期間 

頻度：4回/年 平成２６年 

９月１日 

騒音 

振動 

低周波音 

建設作業騒音 

建設作業振動 

敷地境界（民家側2地点） 時期：工事の最盛期 

頻度：平日1回 

(時間帯：8～17時) 

騒音：JIS Z8731 

振動：JIS Z8735 ― 

発破工事時の騒音

レベル・振動レベ

ル・低周波音の音圧

レベル 

周辺住居（4地点） 時期：発破工事期間の実施

開始時 

頻度：平日1日2回 

(時間帯：8～17時) 

 

騒音：JIS Z8731 

振動：JIS Z8735 

低周波音：「低周波音

の測定方法に関する

マニュアル」に準拠 

― 

廃棄物 
種類、発生量 

再生利用量、処分量 

工事現場 時期：工事期間 

頻度：1年間（年1回） 

廃棄物の処理実績を

集計 
― 

大気質 

騒音・振動 

人と自然と

の触れ合い

の活動の場 

工事用車両交通量 工事区域 時期：工事期間 

頻度：2日／年 

（最大工事時） 

事業計画地の入口で

カウントする 

 ― 

※ 水質及び地下水に係る調査の開始は、土地改変に係る工事の着手時 
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●：水質（天野川） 

△：水質（調整池出口） 

◎：水質（敷地内排水最終桝） 

▲：地下水（観測井２か所） 

▼：地下水（周辺井戸） 

 

 

 

▲
△ 

▲ 

▲   

調整池 

天 

野 

川 

天野川放流部詳細 
   水の流れ 

● 

▼ 

▲ 

事業計画地付近拡大図 

事業計画地 

▼ 
▲ ▲ 

△ 調整池出口 

△ 

◎敷地内排水最終桝 

観測井 

◎ 

図１ 調査地点（水質、地下水） 
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６．調査結果 

（１）水質 

調整池出口、排水口（敷地内排水最終桝）及び河川（天野川下流）において、水

質測定を実施した。 
調整池に貯留水がない場合は、参考値として調整池上流にある第１沈砂池におい

て、水質測定を実施した。 
9月 4日に調整池に一定量の貯留水が溜まったこと、かつ、調整池出口における
濁度の測定結果が管理値 25を上回っていたことから、9月 4日から 6日に、調整
池の貯留水を濁水処理装置にて処理後、pH、濁度を測定して河川に放流した。こ
のため、９月５日から６日までは調整池出口での pH、濁度の測定を実施しなかっ
た。 
今後は濁水処理装置の稼動の有無にかかわらず、評価書に記載のとおり 1日 2回
調整池出口での測定を実施することとする。 
① 採水日 
調整池出口         表３のとおり 

排水口（敷地内排水最終桝） 平成２６年９月１日（濁水処理装置出口にて８

月２７日処理水を採水） 

河川（天野川下流）     平成２６年９月１日 

 

② 測定結果 

調整池出口の測定結果を表３に、排水口（敷地内排水最終桝）の測定結果を表

４に、河川（天野川下流）の測定結果を表５に、それぞれ示す。 
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表３ 測定結果（調整池出口） 

地点 調査日 

pH 
濁度 

（度） 

SS（濁度換算値） 

（mg/L）注１ 
濁水処理装置の稼働の状況 放流

の 

有無 

午前 

注３ 

午後 

注３ 

午前 

注３ 

午後 

注３ 

午前 午後 
pH 注４ 濁度（度）注４ 

最低値 最高値 最低値 最高値 

調整池 

出口 

1日 7.66 7.85 49.6 53.0 29 31 － － － － 無 

2日 7.56 7.78 48.6 52.0 28 30 － － － － 無 

3日 7.63 7.89 50.1 55.6 29 33 － － － － 無 

4日 7.83 7.63 55.0 65.2 32 39 7.0 7.4 2 6 有 

5日 － － － － － － 7.0 7.2 2 8 有  

6日 － － － － － － 7.2 7.4 2 8 有 

7日 － － － － － － － － － － 無 

8日 － － － － － － － － － － 無 

9日 － － － － － － － － － － 無 

10日 (8.42) (8.80) (50.7) (57.4) 38 43 － － － － 無 

11日 (8.78) (8.56) (65.4) (75.5) 48 55 － － － － 無 

12日 (8.41) (8.82) (66.4) (69.4) 49 51 － － － － 無 

13日 (8.65) (8.78) (68.7) (76.2) 50 55 － － － － 無 

14日 － － － － － － － － － － 無 

15日 － － － － － － － － － － 無 

16日 (8.76) (8.73) (78.5) (82.5) 56 59 － － － － 無 

17日 (8.56) (8.63) (62.5) (58.5) 46 43 － － － － 無 

18日 (8.48) (8.55) (78.5) (82.5) 56 59 － － － － 無 

19日 (8.60) (8.65) (68.6) (72.4) 50 52 － － － － 無 

20日 (8.54) (8.56) (65.6) (68.4) 48 50 － － － － 無 

21日 － － － － － － － － － － 無 

22日 (8.76) (8.48) (65.5) (72.5) 48 53 － － － － 無 

23日 － － － － － － － － － － 無 

24日 (8.66) (8.69) (58.5) (56.5) 43 42 － － － － 無 

25日 (8.76) (8.90) (65.5) (62.5) 48 46 － － － － 無 

26日 7.71 7.68 32.3 34.5 17 19 － － － － 無 

27日 7.90 7.92 34.0 38.0 18 21 － － － － 無 

28日 － － － － － － － － － － 無 

29日 7.80 7.85 42.0 45.0 24 26 － － － － 無 

30日 8.00 7.90 31.2 33.0 16 18 － － － － 無 

管理値 5.8～8.6 25以下注 2 60以下  
測定回数 日 2回（常時監視）  

注 1：SS（濁度換算値）とは、濁度の値から SSを算出した値である。管理値の欄の 60mg/Lは、工事中 

の濁水における管理目標である。 

注 2：管理値は、疑似試験結果から求める値で、事後調査結果に応じて適宜見直すものとする。 

注 3：括弧内の数値は、第１沈砂池における測定値である。 

注 4：当該数値は、濁水処理装置での処理後の測定値である。 
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表４ 測定結果（排水口（敷地内排水最終桝）） 

区分 調査項目（単位） 
敷地内排水 

最終桝 
水質管理目標 

現地調査項目 

調査日 （－） ９月１日 － 

調査時刻（－） １５：００ － 

色   （－） 透明 － 

外観  （－） 浮遊物なし － 

臭い  （－） 無臭 － 

流量  （㎥／Ｓ） － － 

水温  （℃） ２３ － 

透視度 （度） ３０ － 

生活環境項目 pH    （－） ７．５ ５．８～８．６ 

健康項目 

鉛   （ｍｇ／Ｌ） ０．００５未満 ０．０１以下 

砒素  （ｍｇ／Ｌ） ０．００５未満 ０．０１以下 

ふっ素 （ｍｇ／Ｌ） ０．３２ ０．８以下 

ほう素 （ｍｇ／Ｌ） ０．０９ １以下 

ベンゼン（ｍｇ／Ｌ） ０．００１未満 ０．０１以下 

その他 
濁度  （度） ４ － 

電気伝導率（ｍＳ／ｍ） ４９．１ － 
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表５ 測定結果（河川（天野川下流）） 

区分 調査項目（単位） 天野川下流 水質管理目標 

現地調査項目 

調査日 （－） ９月１日 － 

調査時刻（－） １４：００ － 

色   （－） 透明 － 

外観  （－） 浮遊物なし － 

臭い  （－） 無臭 － 

流量  （㎥／Ｓ） ５．６ － 

水温  （℃） ２４ － 

透視度 （度） ３０ － 

生活環境項目 pH   （－） ７．８ ６．５～８．５ 

健康項目 

鉛   （ｍｇ／Ｌ） ０．００５未満 ０．０１以下 

砒素  （ｍｇ／Ｌ） ０．００１未満 ０．０１以下 

ふっ素 （ｍｇ／Ｌ） ０．０８ ０．８以下 

ほう素 （ｍｇ／Ｌ） ０．０５未満 １以下 

ベンゼン（ｍｇ／Ｌ） ０．００１未満 ０．０１以下 

その他 
濁度     （度） ４ － 

電気伝導率  （ｍＳ／ｍ） ２０．６ － 

 

③ 結果の検証 

 排水口（敷地内排水最終桝）及び河川（天野川下流）の測定結果は、すべての

項目が、水質管理目標を満足していた。また、調整池出口の濁度が管理値（２５）

を上回っていたことから、濁水処理装置にて処理後、管理値以下に濁度を低減し

てから、天野川への放流を実施した。 
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（２）地下水 

   観測井２箇所及び周辺井戸において、水質測定を実施した。 

① 採水日 

観測井２箇所  平成２６年９月１日 

周辺井戸    平成２６年９月１日 

 

② 測定結果 

観測井と周辺井戸の測定結果を表６に示す。 

 

表６ 測定結果（観測井と周辺井戸） 

区

分 
調査項目（単位） 

観測井 

（西） 

観測井 

（東） 
周辺井戸 

環境 

基準値 

現

地

調

査

項

目 

調査日 （－） ９月１日 ９月１日 ９月１日 － 

調査時刻（－） １４：２０ １４：４０ １４：００ － 

色   （－） 透明 透明 透明 － 

外観  （－） 浮遊物なし 浮遊物なし 浮遊物なし － 

臭い  （－） 無臭 無臭 無臭 － 

水位（管頭から）（ｍ） ２．９５ ５．１ ５．１ － 

水温  （℃） ２１．０ ２１．０ ２１．０ － 

透視度 （度） ３０．０ ３０．０ ３０．０ － 

健

康

項

目 

鉛   （ｍｇ／Ｌ） ０．００５未満 ０．００５未満 ０．００５未満 ０．０１以下 

砒素  （ｍｇ／Ｌ） ０．００１未満 ０．００１未満 ０．００１未満 ０．０１以下 

ふっ素 （ｍｇ／Ｌ） ０．４９ ０．４７ ０．１２ ０．８以下 

ほう素 （ｍｇ／Ｌ） ０．３３ ０．３３ ０．０５未満 １以下 

ベンゼン（ｍｇ／Ｌ） ０．００１未満 ０．００１未満 ０．００１未満 ０．０１以下 

そ

の

他 

ダイオキシン類 

（ｐｇ－ＴＥＱ／Ｌ） 
０．０１８ ０．０４５ ０．１９ １以下 

 

③ 結果の検証 

観測井２箇所及び周辺井戸の測定結果は、すべての項目が環境基準値を満足し

ていた。 


